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に
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す
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響
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良E
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嘗
て
述
。
へ
た
や
う
に
、

チ
ュ

l
ネ
ン
は
、

立
地
保
件
の
差
に

よ
る
農
業
経
借
方
式
の
相
違
が
、

一
図
に
於
け
る
所
得
・
人
口

の
分
布
に
如
何
に
影
響
す
る
か
を
考
祭
し
た
。
ア
ル
ブ
レ
ッ
ド
・

ウ
γ

一
l
パ
ー
が
工
業
の
分
布
ぞ
問
趨
と
す
る
の
も
、

疋
に
同

-
7
l
通

〉

.

》

〉

ム
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組
長
古
川
ド
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ま
ぐ
た
品
川
パ

そ
の
仙
川
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光
分
哨
閉
め
ら
れ
「
ゐ
な

ぃ
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、
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近
、

「
沫
の
7

1
ル

I
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裂
油
命
日
枇
湖
究
課

で
は
、
同
枇
が
地
方
経
消
中
に
占
め
る
地
位
に
つ
い
て
却
一
論
的

並
に
賃
設
的
友
研
究
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ひ
、
同
。
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目
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左
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フ
レ
ッ
ト
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褒
表
し
て
ゐ
る
。

閣
民
経
怖
が
再
編
成
途
上
に
あ
り
、

各
地
に
新
し
い
工
揚
が

続
々
新
一
一
叫
さ
れ
つ
a
h

あ
る
今
円
、
我
が
闘
に
於
い
て
も
と
の
問

題
は
充
分
考
完
さ
る
ぺ
き
血
一
日
日
一
一
時
日
γ

一
持
つ
。

こ
れ
こ
こ
に
前
記
研

究
の
概
要
を
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。
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大
工
場
が
地
方
経
済
に
及
ぼ
す
影
響

一一

ア
ー
ル

1
ス
製
油
舎
一
位
工
揚
の
存
在
が
、

ア
ー
ル

1
ス
市
並

に
近
郊
の
地
方
経
済
、
特
に
そ
の
所
得
に
封
し
て
如
何
た
る
意

義
を
持
っ
か
。

こ
の
問
題
を
解
く
た
め
に
は
、

千
コ

1
、
不
ン
に

倣
っ
て
、
先
づ
代
激
的
に
取
扱
ひ
、
然
る
後
終
日
品
目
統
計
の
貫
数

を
代
入
す
る
の
が
、
使
立
で
あ
り
同
時
に
奴
果
的
で
も
あ
る
。

今
、
闘
民
所
得
な
る
概
念
と
同
様
に
、
地
方
住
民
が
一
年
間

に
得
る
貨
幣
純
牧
入
の
棉
額
を
地
方
所
得

E
と
呼
び
、
そ
の
内
.

直
接
間
接
工
揚
か
ら
得
る
部
分
を

e
、
他
の
源
泉
か
ら
の
所
得

を
k
と
す
れ
ば
、

凶

H

昨
ヱ
揚
の
存
在
が
地
方
所
得
に
及
ぼ
す
意
義
を
測
る

に
よ
っ
て
、

乙
と
が
出
来
る
。

と
の
揚
合

何
日
。

+r
忙
し
て
、

k
は
問

題
の
性
質
上
一
定
で
あ
り
、
従
う
て

E
及
び

X
が

e
の
函
数
た

る
こ
と
は
、
説
明
す
る
ま
で
も
友
い
。
故
に
、

X
を
算
出
す
る

に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、

e
を
決
定
せ
ね
ば
左
ら
ぬ
。

e
を
決
定
す
る
た
め
の
手
掛
り
は
、
人
骨
首
位
の
地
方
に
針
す
る

支
梯
に
よ
っ
て
興
へ
ら
れ
る
。
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も
し
、

こ
の
地
方
に
劃
す
る
支
携
が
全
部
直
ち
に
地
方
所
得

で、

E
-
X
何
れ
も
直
も
に
決
定

。nn
z

さ
れ
る
。
然
る
に
、
人
・
物
資
共
に
地
方
で
完
全
に
自
給
す
る

計

u

概
教
を
取
れ
ば

と
た
る
。

に
友
る
と
す
れ
ば
、

揚
合
は
稀
だ
か
ら
、
普
通

e
は

u
よ
打
小
さ
い
。
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得
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数
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鑓
動
の
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一
動

γ
る
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の
と
仮
定
す
る
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と
の
場
合
、
職
員
が

n
人
減
じ
、
従
っ
て

s
が

m
ク
ロ
ー
ネ

ン
減
や
れ
ば
、
地
方
所
得
E
は
ど
れ
だ
け
減
少
す
る
か
。

に
つ
い
て
三
個
の
可
能
性
が
考
へ
ら
れ
る
。
邸
ち
、

(1) 

n
人
の
服
川
目
、
が
全
部
失
業
す
る
か
他
地
方
で
就
峨
す
れ

ば、

E
は
丁
度

m
だ
け
減
じ
、

R
N
H
H
 

(2) 

n
人
が
全
部
地
方
に
居
住
の
ま
L
他
の
舎
祉
に
就
職
す

れ
ば
、

E
は
時
党
化
せ
示
、

R
H
H

リ
C

(3) 

ωω
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同
時
に
後
生
す
れ
ば
、
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内
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民
八
回

大
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が
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及
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影
響
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れ

職
員
需
給
の
賓
情
を
観
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す
る
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、
賃
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且
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は
O
よ
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1
に
近
い
か
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、

と
見
倣
す
。

白
川
.
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。
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亦

α
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同
様
に
定
め
得
る
が
、
日
労
働
者
は
峨
民
よ
り
も

移
住
す
る
こ
と
少
な
く
、
且
つ
解
雇
さ
れ
た
揚
合
純
一
所
得
と
友

ら
示
、
失
業
保
険
金
及
び
地
方
圏
儲
か
ら
の
扶
助
料
を
受
け
る
。

従
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、

n
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岬
労
働
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J
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d
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得
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(
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所
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ゆ
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れ
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、
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携
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梯
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)手

工
業
者
へ
の
支
排

他
の
工
場
へ
の
支
姉

商
人
・
商
事
曾
枇
へ
の
文
抑

計

FU
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っ
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、

山
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九
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ヂ
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の

T
を
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そ

の
中
に
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ま
れ
て
ゐ
る
労
賃
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分
の
概
算
を
基
礎
に
、

五、

0
・
五
O
、

0
・
二
五
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戸
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「
.
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岡
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第
六
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故
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∞・。日

ω'∞岱()

吋

H
I
噌

吋

1
l
H。・岱

串・由一凶
apu日
同

同

V
H
R
N
M
十
も
〈
〈
+
『
〈

そ
と
で
、

に、

?
0・
7
の
各
係
数
、

並
に
S
引

w
-
v
の
各
数
値
を
代
入
す
れ
ば
、

市
川
?
]
・
∞
+
寸
~
山
崎

ω弘
一
守
叩
。

日
叶

ω凶
(
」
い

{JJMM(JCOMCC

口、
u
l
u、
V
)

と
な
り
、

こ
れ
を
前
の
地
方
に
淵
ず
る
支
挽

ロ
H
H
O目品

(留さい
Y
C
O
D
-
c
c
c
h
v
z
I
A
ハこ

に
割
比
す
る
と
き
、

そ
の
一
約
七
O

%
に
設
蛍
す
る
を
見
る
。
そ
し
て
、

と
れ
は
、
仮
り
に
合
吐
が

地
方
へ
の
支
排
を
一
O
O
ク
ロ
ー
ネ
ン
と
す
れ
ば
、

地
方
の
第

一
次
所
得
が
七
O
ク
ロ
ー
ネ
ン
ム
」
左
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

上
に
見
た
所
に
よ
れ
ば
、

ア
ー
ル

1

ス
市
並
に
そ
の
近
郊
が

製
油
工
場
の
存
在
に
よ
っ
て
、
後
者
の
支
附
額
の
犬
山
間
隔
七
O
%
、

即
ち
、

一
九
三
七
年
に
約
七
百
三
十
高
国
の
第
一
次
所
得
を
得

る
誇
で
あ
る
。

然
る
に
、
こ
の
第
一
次
所
得
は
所
得
者
の
勝
山
兵
力
と
な
っ
て
.

そ
の
大
部
分
即
ち
ε
%
は
第
二
安
所
得

P
H
m
・4
・巴

を
梼



成
し
、

仙
の

e
v
A
は
、
更
に
、
第
三
次
所
得

泉
と
友
る
か
ら
、
第
二
次
以
下
の
所
得
合
計
は
、

占
リ
子

+
f
+

.c 

日
)
・

2

H司
(
問
団
+
九
十
，
同

4

d

)

或
は

』
日
目
)
・
九
十
『
u
・
九
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